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第74号（2）ひと、豊かなハーモニー 

信頼される経営とサービス提供をめざします 
－平成16年度 山形県社会福祉事業団の事業の概要－ 

基本方針 
 ①指定管理者制度を視野に置いた経営改革の推進 
 ②利用者主体の施設運営と利用者の権利擁護及び質の高いサービスの提供 
 ③在宅・地域福祉の推進と圏域におけるネットワーク機能の推進 
 ④専門的・先駆的・広域的事業の推進による県民福祉の向上 
 ⑤職員の資質向上と職場の活性化 

重点事業 
 ①指定管理者制度の適用に向けての経営改革の実施 
 ②希望が丘入所者の地域生活移行計画の策定 
 ③特別養護老人ホームの経営基盤の強化 
 ④在宅サービス機能の拡充及び在宅障がい者の相談支援体制の充実 

事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業団団団団団団団団団団をををををををををを取取取取取取取取取取りりりりりりりりりり巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻くくくくくくくくくく状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況とととととととととと経経経経経経経経経経営営営営営営営営営営課課課課課課課課課課題題題題題題題題題題事業団を取り巻く状況と経営課題
　平成15年９月２日に施行された「地方自治法の一部を改正する法律」により、公

の施設の管理について経費コストの削減とサービスの向上を目的として、指定管理

者制度が導入されることになりました。現在受託している県立社会福祉施設は、３

年以内に委託から指定管理者制度に移行することになります。このことは、事業団

にとって急激な経営環境の変化をもたらすことになります。

　また、その一方で国の新障害者基本計画や第三次山形県障害者計画（新輝きの福

祉プラン）といった福祉施策に基づき、利用者の自立支援と地域生活移行の推進が

福祉サービスの方向性となって表れてきています。

　すなわちこれまでとは全く違った大胆なコストの削減と、地域生活を見据えた積

極的な支援という新たなサービス提供が、事業団に求められてきているのです。

　平成16年度は、指定管理者制度への円滑な移行と利用者一人ひとりの夢の実現を

目指して、最大の経営改革に取り組むことになります。

　今まさに事業団の真価が問われる時を迎えています。
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施設機能を活かしたネットワーク支援
希望が丘（川西町）第10グループホームをみやま荘（河北町）でバックアップ

「故郷で暮らしたいを実現」

　川西町にある総合コロニー希望が丘では、利用者の方の地域生活移行への取り組みとしてこれまでバックアッ

プ施設がある川西町に９カ所のグループホームを開設してきました。しかし利用者の大半の方は故郷を離れ施設

で生活をしています。そこで「家族の近くで、故郷で暮したい」「暮らしたい

場所で暮す」というあたり前の望みを実現するために、10カ所目のグループ

ホームは河北町に開設することにし、河北町にある救護施設「みやま荘」が

バックアップ施設となって支援を行うことにしました。食事や日中活動、緊

急事態の対応等生活全般に渡り、「みやま荘」が支援にあたっています。今後

も県内各圏域ごとの事業団施設の機能を活用し、利用者の方の望みを実現で

きるような事業の展開を進めていきたいと思っています。

Ⅰ　経営改革の推進　～指定管理者制度による指定を見据えて～ Ⅰ　経営改革の推進　～指定管理者制度による指定を見据えて～ 

（方　　針） （事　業　目　標） 

経営改革の推進 

利用拡大の推進 

施設整備の促進 

県民福祉の向上 
と経営基盤強化 

危機・衛生管理 
　　体制の確立 

（事　業　内　容　等） 

経
営
改
革
の
推
進 

□安定経営と収入の確保（特別養護老人ホーム・障がい者施設） 
□高齢知的障がい者の積極的な受け入れ 
■看護強化型特別養護老人ホームのモデル的運営（大寿荘） 
□改築に向けた具体的検討（松濤荘） 
□支援費対応システム（個別計画・記録）による事務の効率的執行 

■希望が丘第10グループホームの管理運営（みやま荘） 
■救護施設における精神障がい者のリハビリ提供の検討 

□事故等の未然防止策の充実 
□食中毒・感染症予防対策の充実 
□各施設リスクマネジメントの充実 
■ヒヤリハットの取り組みとQC手法の活用 

□利用率の目標設定（寿海荘60％） 
□利用拡大策の検討 

□居住環境整備の推進 

□財務・組織・事業管理全般にわたる検討 
□標準職務の改正、手当・調整給の見直し 
■準職員制度の創設（特別養護老人ホーム） 
□職員配置の見直し 
■行財政改革大綱に係る５カ年実行計画の策定 

指定管理者制度への円滑な移行準備 

特別養護老人ホームの自主経営 

行財政改革大綱への対応 

障害者施策・支援費制度への対応 

ネットワークによる支援体制の構築 

リスクマネージメントの確立 
 

寿海荘・まつかぜ荘の利用拡大 

老朽化等施設の施設整備の推進 

個別リハビリの充実 

衛生管理体制の強化 

■：新規事業 

○ここがポイント

　事業団で開始した「リスクマネジメント」の取組みは、ハインリッヒの法則（１つ

の事故が発生するためには、29もの軽微な事故があり、その軽微な事故のもとには300

もの異変や異常があるとする考え方）を基本に、ヒヤリ・ハット報告書の活用を組織

的に実施し、事故防止体制を確立していくもので、その過程においてQC手法（データ

に基づく現状把握や原因追究、対応策を考えていく手法）を活用して事故防止に努め

ることにしています。

－レクリエーションの理論と実技－
新規採用職員・準職員研修

夕ごはんがとどきましたよ
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（方　　針） （事　業　目　標） 

人権に配慮した 
施設運営の推進 

利用者主体の 
サービス提供 

専門性の構築 

（事　業　内　容　等） 

利
用
者
主
体
の
施
設
運
営
の
推
進 

プライバシー保護・権利擁護の推進 

インフォームドコンセント（説明と同意）の徹底 

個別支援計画の充実 

専門援助技法とリハビリの推進 

福祉後継者の育成 

自立支援及び 
地域生活の推進 

自立支援・地域生活移行促進 

地域生活援助の推進 

□契約書・重要事項の十分な説明と同意 
□関連法令・運営規程を遵守した施設運営 

□個別支援計画に基づくサービス提供の進行管理の徹底 

サービス水準の 
　　　　　向上 

サービス水準の向上 

□全施設サービス評価自己点検の実施 
□サービス評価診断の継続実施 
□事業団第三者評価委員会の継続実施 
□満足度調査・各種アンケート調査の実施 

□各種専門技法の取得 
□サービスメニューの充実 
□理学療法士・作業療法士の配置による機能訓練サービスの充実 
■リハビリ委員会の活用 
□ボランティアの開拓・育成 
□実習生・福祉体験（学習）・職場体験等の受け入れ推進 

■各事業所における地域生活実現に向けた数値目標の設定 
□職住分離の促進 
□地域での生活体験の拡充 
□自立支援プログラム及び地域生活移行プログラムの推進 
□事業団施設内障害者雇用の促進 

Ⅱ　利用者主体の施設運営の推進　～利用者が主人公の施設づくりをめざして～ Ⅱ　利用者主体の施設運営の推進　～利用者が主人公の施設づくりをめざして～ 

□倫理綱領遵守システムに基づく権利擁護の徹底 
□各施設行動基準に基づく権利擁護の推進と見直し 
□各施設福祉倫理委員会活動による意識改革の推進 
□苦情解決委員会の適切な運営 

平成15年度当初予算総括 平成16年度当初予算総括 平成16年度当初予算総括 

介護保険収入 
1,675,496 
22.1％ 

利用料収入 
2,501,762 
33.0％ 

経常経費補助金収入 
2,183,191 
28.8％ 

措置費収入 
333,130 
4.4％ 

雑収入 
315,466 
4.2％ 

経理区分間繰入金収入 
188,189 
2.5％ 

医業収益 
87,204 
1.1％ 

営業収入 
74,399 
1.0％ 

会計単位間繰入金収入 
75,764 
1.0％ 

交付金収入 
39,676 
0.5％ 

授産事業収入 
67,982 
0.9％ 

負担金収入 
47,389 
0.6％ 

受取利息配当金収入 
45 
0.0％ 

年金共済契約金交付金積立金支出 
94,612 
1.2％ 

積立預金積立支出 
120,629 
1.6％ 

経理区分間繰入金支出 
188,189 
2.5％ 

会計単位間繰入金支出 
75,764 
2.5％ 

固定資産取得支出 
14,101 
0.2％ 

授産事業費 
67,985 
0.9％ 

年金共済契約給付金 
39,676 
0.5％ 

借入金利息支出 
3,631 
0.0％ 

単位：千円 

収入計　7,589,693千円 
単位：千円 

支出計　7,589,693千円 

〔支出〕 〔収入〕 

人件費支出 
5,253,180 
69.2％ 

事業費支出 
1,122,562 
14.8％ 

事務費支出 
609,364 
8.0％ 

○ここがポイント

　事業団では、リハビリテーションサービスを推進するため、今年度新たにリハビリ

委員会を設置しました。機能回復訓練はもちろん、生活づくりとしてのリハビリ、疾

病予防に向けた健康管理、さらに介護予防や転倒予防のための健康運動の推進などを、

各施設の基本サービスとして提供していくことを目的としています。組織的な取組み

を行なうため、有資格者を中心とした理学療法・作業療法部会と健康運動部会、そし

て各事業所の担当者からなるリハビリテーション推進会議が組織化されています。
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（方　　針） （事　業　目　標） 

在宅福祉支援の 
　　　　　推進 

地域でのサポート 
ネットワークの推進 

地域福祉支援の 
　　　　　推進 

情報発信機能の 
　　　　　充実 

（事　業　内　容　等） 

在
宅
・
地
域
福
祉
の
推
進 

在宅福祉支援事業の推進 

地域における拠点施設化の推進 

地域生活支援のための拠点事業の推進 

障害者総合支援事業の推進 

障害者総合支援事業の推進 

広報・パブリシティ活動の推進 

研修事業の拡大と体系化の促進 

情報提供の積極的展開 

□知的障害・身体障害者短期入所事業の促進（障害者施設） 
□短期入所生活介護事業・居宅介護支援事業の促進（特養） 
□自活訓練事業の拡充 
□福祉ネットワーク化の推進 
□施設機能の開放 

□障害児者相談支援センター事業の充実（吹浦荘あおぞら） 
□障害者相談支援業務の充実（サポートセンターおきたま） 
■村山障害者就業・生活支援センターの設置（ジョブサポートぱる）
□ジョブコーチ支援事業の継続実施（西村山ういんず） 
■障害者地域生活推進モデル事業の受託 

■知的障害者を対象とした訪問介護員２級養成研修事業の実施 
□痴呆介護実務者研修事業の実施（大寿荘） 
□在宅障害者支援事業推進（地域福祉支援センター） 
□希望が丘利用者の地域生活に向けた支援体制の検討（希望が丘） 
□希望が丘グループホームの支援（希望が丘地域福祉支援センター）
□エリアフリー・フォーラムの開催、芸術・表現活動の拡充 
□障害（全身性・視覚）ガイドヘルパー研修の継続実施 

□広報紙「かざぐるま」の充実 
□専門ニュースレターの発行 
□事業団ホームページの充実 
■施設間情報綱構築による情報の 
　共有化と事務の効率化 

Ⅲ　在宅・地域福祉の推進　～地域における拠点施設をめざして～ Ⅲ　在宅・地域福祉の推進　～地域における拠点施設をめざして～ 

○ここがポイント

　事業団では、様々な福祉ニーズに応えるため、研修事業を受託しています。痴呆介

護実務者研修や障害者（全身性・視覚）ガイドヘルパー養成研修の他に、今年度は離

転職者職業訓練事業と痴呆性グループホーム開設予定者研修事業を行ないます。前者

は、ハローワークを通して推薦のあった知的障がい者６名の方に対し、訪問介護員養

成研修（ホームヘルパー２級）を行なうもので、１回300時間（３カ月）を２回実施

する予定です。後者は、国の新規事業で痴呆性老人のグループホームの開設予定者で

ある理事長や代表取締役を対象にグループホームケアの理念を理解するための研修と

なっています。（４日間の研修を２回実施：対象20名）

「ジョブサポートぱる」オープン
－村山地区で障害者就業・生活支援事業がスタートしました－

　平成16年４月、山形市に村山障害者就業・生活支援センターが開設され、事業開始となりました。

　障害者就業・生活支援センターは「サポートセンターおきたま」に続き県内では２カ所目の設置となります。

村山圏城（７市７町）を中心に、障がいのある方やそのご家族からの就職や生活に関する相談、事業主の方から

の職場定着に関する相談などに対し、関係機関との連携を図りながら支援を行う事業所です。

　７月１日、緑町会館にて関係機関の方々 16名をお招きして開所式が行われました。出席いただいた皆さまから

あたたかな言葉をいただき、スタッフの中でも気持ちをひとつにして支援にあたるこ

とを確認し合ったところです。

　なお、愛称を募った結果、『ジョブサポートぱる』という名前に決定しました。「ぱ

る」は「仲間・友人」という意味を持ち、ご相談いただく皆さんと共に色々なことを

感じ合いながら、支援していきたいと思います。

（村山障害者就業・生活支援センター　金田　裕樹）　

エリアフリー・フォーラム2003
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2004セミナー等の開催情報（７月現在）
問い合わせ先場　　所開催期日事 業 名

置賜障害者就業・生活支援センター
（サポートセンターおきたま）　TEL0238－88－
5357

タスパークホテル
（長井市）

９月11日（土）
第４回地域生活支援セミナー
inおきたま

希望が丘しらさぎ寮（知的障害者更生施設）
TEL0238－46－3101

山形国際交流プラザ
（ビッグウイング）   （山形市）

10月23日（土）～24日（日）
第４回自閉症療育者研修
「すずらん塾」

泉 荘（救 護 施 設）　　　TEL0238－88－
9211

泉荘体育館
（長井市）

10月24日（日）今泉福祉村セミナー

吹浦荘障害児者相談支援センターあおぞら
TEL0234－22－9980

東北公益文科大学
（酒田市）

10月30日（土）
2004地域生活支援セミナー
in庄内

梓園（身体障害者更生施設）
TEL0238－22－0398

未定（米沢市）11月14日（日）第６回梓園福祉セミナー

希望が丘地域福祉支援センター
TEL0238－42－5158

希望が丘（川西町）
９月４日（土）～18日（土）
毎週土日・全５回

ミュージックケア研修
（総合研修初級コース）

ウェルサンピア山形
（山形市）

11月６日（土）第６回エリアフリー・フォーラム

（方　　針） （事　業　目　標） 

人 材 の 育 成 

組織の活性化 

サービス提供の 
　　効果的展開 

福利厚生事業の 
　　　　　充実 

（事　業　内　容　等） 

人
と
職
場
の
活
性
化 

職員研修の充実、強化 

スーパーバイズ機能の充実 

活気ある職場づくりの推進 

事業団マインドの醸成 

自己啓発・相互啓発の推進 

利用者及び職員の健康・安全対策 

専門性の確保 

互助会の充実 

□人材育成ビジョンの明確化と法人研修体系の見直し 
□OJTの効果的展開（OJT推進研修の実施） 
■施設長評価制度の導入 

□職場活性化事業の継続実施 
□福祉QC手法の活用（各事業所QCサークル設置と発表会の開催） 
□利用施設の利用促進 
□授産製品等の相互利用の促進 

□専門資格取得等の推進 
（社会福祉士・介護福祉士・精神保健福祉士・管理栄養士・介護支援専門員等） 
□学校等への職員派遣 
□職員実践報告会の開催 
□実践報告集の発行 
 
□給付事業の拡大と内容の充実 
□職員安全衛生委員会の運営 
□互助会理事会及び事業推進委員会の運営 
□健康診断・厚生事業の充実 

適正な人事管理と組織の活性化 

Ⅳ　人と職場の活性化　～マンパワーの育成と職場の活性化をめざして～ Ⅳ　人と職場の活性化　～マンパワーの育成と職場の活性化をめざして～ 

○ここがポイント

　福祉事業を展開する上で、その中心となる職員の人材育成や能力開発は重要であり、

その基本となるものがOJT（職務を通じて行う研修）と考えています。「スーパービジョ

ン研修」「OJT推進研修」では、各施設のスーパーバイザー担当者及び研修担当者を対

象に、外部講師を招聘し、ロールプレイを交えた演習中心の研修を実施しています。

新任・中堅・ベテラン職員などへのOJTをどのように進めていくのかを学びながら、

活力ある職場づくりを目指しています。
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アート作品展のお知らせ 

　今年も作品展が開催されます。お近くに

お出かけの際はぜひお立ち寄りください。 

問い合わせ先 
希望が丘地域福祉支援センター　ＴＥＬ0238（42）5158

五
十
嵐
勝
美
さ
ん 

（
希
望
が
丘
し
ら
さ
ぎ
寮
） 

木
口
　
和
子
さ
ん 

（
希
望
が
丘
ひ
め
ゆ
り
寮
） 

会
場
　
山
寺
風
雅
の
国 

会
期
　
八
月
三
日（
火
）〜 九

日（
月
） 

会
場
　
山
形
市
文
翔
館 

会
期
　
九
月
三
日（
金
）〜 五

日（
日
） 

こ
こ
か
ら
風
が
…
二
人
展

こ
こ
か
ら
風
が
…
二
人
展 

こ
こ
か
ら
風
が
…
二
人
展 

夢
の
ま
ん
ま
展 

　
（
第
四
回

第
四
回
エ
イ
ブ
ル
・
ア
ー
ト
） 

夢
の
ま
ん
ま
展 

　
（
第
四
回
エ
イ
ブ
ル
・
ア
ー
ト
） 

県
内
の
施
設
・
作
業
所
の
方 

　
　
　
　
　
　
　
七
人
の
絵
画
作
品 

 理　事
平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成11111111111111116666666666666666年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度平成16年度　理理理理理理理理理理理理理理理理事事事事事事事事事事事事事事事事・・・・・・・・・・・・・・・・評評評評評評評評評評評評評評評評議議議議議議議議議議議議議議議議員員員員員員員員員員員員員員員員のののののののののののののののの紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹介介介介介介介介介介介介介介介介理事・評議員の紹介

 評議員

� �������������������������������

� �������������������������������

橋
本　

由
美

（
学
識
経
験
者
）

　

た
っ
た
一
度
の
人
生
を
誰
も

が
生
き
れ
る
よ
う
に
…
。

菅
原　
　

功

（
学
識
経
験
者
）

　

子
は
子
と
し
て
親
は
親
と
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
幸
せ
を

享
受
で
き
る
お
手
伝
い
が
出
来

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

色
摩　

武
愛

（
県
精
神
保
健
職
親
会
連
合
会
会
長
）

　

六
月
に
あ
や
め
鑑
賞
会
が
あ

り
ま
し
た
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
カ
ラ
オ
ケ
を
し
た
り
、
話

し
合
い
を
す
る
の
が
と
て
も
楽

し
く
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。

伊
藤　
　

繁

（
県
障
害
者
雇
用
促
進
協
会
事
務
局
長
）

　

自
立
の
一
手
段
「
就
業
・
雇
用
」

の
支
援
に
努
め
ま
す
。

齋
藤　
　

緑

（
酒
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

協
議
会
事
務
局
長
）

　

新
し
い
時
代
の
福
祉
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

白
石　

恒
雄

（
希
望
が
丘
父
兄
会
連
合
会
）

　

自
分
達
の
手
で
つ
く
る
自
分

達
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
将
来
の

楽
し
み
に
し
た
い
生
活
を
祈
る

毎
日
で
す
。

土
田　

ゆ
り

（
利
用
者
代
表
）

　

み
の
り
の
会
の
代
表
と
し
て

評
議
員
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
何
も

わ
か
り
ま
せ
ん
が
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

堀
川　

秀
雄

（
利
用
者
代
表
）

　

事
業
団
の
諸
規
則
や
事
業
計

画
を
学
び
た
い
。 澤

邊
み
さ
子

（
東
北
公
益
文
科
大
学
講
師
）

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
の
生
活
が

よ
り
充
実
し
た
も
の
に
な
る
よ

う
微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

芳
賀　

吉
則

（
学
識
経
験
者
）

　

利
用
者
の
視
点
で
発
言
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

監
事　

歌
丸　

一
夫

（
県
体
育
協
会
専
務
理
事
）

　

福
祉
社
会
に
少
し
で
も
貢
献

で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

監
事　

武
田　

浩
一

（
県
観
光
物
産
協
会
専
務
理
事
）

　

経
営
健
全
化
の
た
め
、
皆
さ
ん

と
一
緒
に
が
ん
ば
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

理
事　

鈴
木　

正
弘

（
希
望
が
丘
所
長
）

　

す
べ
て
の
発
想
を
「
ユ
ー
ザ
ー

を
基
本
」
と
し
た
い
。

理
事　

前
川　

孝
子

（
学
識
経
験
者
）

　

親
と
し
て
の
立
場
を
も
っ
て

努
め
て
参
り
ま
す
。

理
事　

松
田　

澄
子

（
米
沢
女
子
短
期
大
学
教
授
）

　

い
つ
か
収
容
施
設
が
な
く
な

る
こ
と
が
私
の
夢
で
す
。

理
事　

浜
田　
　

敏

（
弁
護
士
）

　

皆
様
の
常
日
頃
の
ご
努
力
に

対
し
て
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま

す
。

理
事　

曾
田
鋭
一
郎

（
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
）

　

地
域
福
祉
の
確
立
に
最
大
限

の
努
力
を
い
た
し
た
い
。

専
務
理
事　

佐
藤　

紀
一

　

こ
の
一
年
、
当
事
業
団
の
あ
り

方
が
問
わ
れ
る
と
き
で
す
。

理
事
長　

小
野　
　

勝

　

事
業
団
の
未
来
を
拓
く
よ
う

努
め
ま
す
。

大
築　

満
夫

（
み
や
ま
荘
長
）

　

連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
重
視

し
て
い
き
ま
す
。

山
口　

康
二

（
梓
園
長
）

　

地
域
ニ
ー
ズ
に
添
え
る
法
人

再
構
築
に
務
め
ま
す
。

清
川　

恵
美

（
慈
丘
園
長
）

　

利
用
さ
れ
る
方
々
の
か
が
や

き
と
力
に
！

田
宮　

俊
幸

（
福
寿
荘
長
）

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
の
幸
せ
を

念
頭
に
臨
み
ま
す
。
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地
域
生
活
移
行
の
テ
ン
ポ
を
早
め
て
！

　
　
　

山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
教
授
（
事
業
団
理
事
）

松　

田　

澄　

子　
　

　

現
在
、
私
は
、
梓
園
の
オ
ン
ブ
ズ
マ

ン
と
事
業
団
の
理
事
を
し
て
お
り
ま
す

が
、
こ
う
し
た
依
頼
が
あ
っ
た
の
は
、

お
そ
ら
く
私
に
第
三
者
と
し
て
の
役
割

を
期
待
さ
れ
て
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
し
た
点
か
ら
み
る
と
、
ど
れ
だ
け

お
役
に
立
っ
て
い
る
か
心
も
と
な
い
限

り
で
す
。

　

今
、
私
が
一
番
関
心
を
持
っ
て
見

守
っ
て
い
る
の
が
、
障
害
者
の
地
域
生

活
へ
の
移
行
の
問
題
で
す
。
す
で
に
地

域
生
活
を
始
め
た
人
も
い
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の
域
を
出
て
い

ま
せ
ん
。
こ
の
テ
ン
ポ
を
も
っ
と
早
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
北
欧
で
は
施
設

解
体
が
進
み
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
二

〇
〇
〇
年
ま
で
に
す
べ
て
の
大
規
模
施

設
が
姿
を
消
し
ま
し
た
。
事
業
団
で
は

五
百
人
も
の
障
害
者
が
生
活
し
て
い
る

施
設
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
人
々

を
地
域
生
活
に
移
行
さ
せ
る
に
は
、
当

然
早
く
か
ら
き
ち
ん
と
し
た
計
画
を
立

て
遂
行
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

事
業
団
で
は
こ
の
部
分
が
い
ま
だ
明
確

に
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
の
問
題

と
も
絡
ん
で
、
県
内
に
あ
る
多
く
の
事

業
団
の
施
設
を
ど
の
よ
う
に
再
編
す
る

か
と
い
う
こ
と
も
大
き
な
問
題
と
な
る

で
し
ょ
う
。
利
用
者
の
立
場
か
ら
す
る

と
、
多
機
能
型
の
施
設
が
身
近
に
あ
る

こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
障
害
者
の
問
題

も
老
人
の
問
題
も
、
あ
る
い
は
入
所
も

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
も
と
い
う
よ
う
に
色
々

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
施
設
が
あ
る

と
利
用
し
や
す
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

色
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
そ
の
地
域
に
あ
れ

ば
、
利
用
者
は
遠
く
の
施
設
に
入
所
す

る
こ
と
な
く
、
そ
の
地
域
に
住
み
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

　

今
一
つ
の
問
題
は
、
他
事
業
者
と
の

競
争
で
す
。
利
用
者
に
見
放
さ
れ
た
ら
、

事
業
者
と
し
て
の
存
在
は
あ
り
得
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
独
立
採
算
制
に
な

る
前
か
ら
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
つ
か

ん
だ
色
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
他
の
事
業
者

に
先
駆
け
て
展
開
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

そ
れ
が
こ
れ
か
ら
の
生
き
残
り
策
だ
と

思
い
ま
す
。

レキシコンレキシコンレキシコンレキシコンレキシコンレキシコンレキシコン
構造改革特別区域（特区）制度

　今年は「旅」がテーマです。 
　やさしい旅・旅とバリアフリーに
ついて夢のあるひとときをいっしょ
に語り合いませんか！ 

エリアフリー・フォーラム2004エリアフリー・フォーラム2004
－障がいの種別をこえた交流集会－ 

問い合わせ先：希望が丘地域福祉支援センター 

とき：11月6日（土） 
場所：ウェルサンピア山形 

TEL0238（42）5158
レキシコン（lexicon）：ギリシャ語・ラテン語・ヘブライ語の辞典。

広報紙 かざぐるま　発行  社会福祉法人山形県社会福祉事業団  〒990-0041  山形市緑町一丁目９番30号  TEL 023（623）9127　印刷  ㈱大風印刷

利用者の方と

　民間事業者や地方自治体などの自発的な創意と工夫により、
その地域の特性に応じて、法律に基づく規制を緩和するなどの
特例を導入する特定の区域（特区）を設置し、民間活力による
地域の活性化を図ることを目的に、平成14年６月に経済財政諮
問会議において特区制度の導入が決定された。翌７月には内閣
に構造改革特区推進本部が設置され、12月「構造改革特別区域
法」が公布されている。
　一方、同時期に内閣府に設置された総合規制改革会議が、規
制改革推進のためのアクションプランを作成、特区の提案募集
と併せ全国規模の規制改革要望を募集し、３カ年計画が閣議決
定されている。
　厚労省関係で特区において実施することとした要項の中で、
特に福祉施設に関しては、公設民営方式またはＰＦＩ方式によ
る株式会社の特別養護老人ホーム運営への参入の容認、児童福
祉施設における調理業務の外部委託の容認、知的障害者通所更
生施設における身体障害者の利用の可能化、救護施設の定員要
件の引き下げ、身体障害者短期入所事業の実施施設の拡大、施
設訓練等支援費の日額単価単位算定の可能化など広範囲にわ
たっている。
　今後、実施状況を踏まえ、評価を経て全国規模で実施される
など、福祉制度も大きな規制緩和の流れの中にある。地域や利
用者ニーズに応えるための規制緩和策と、安易な競争原理導入
のための規制緩和は、課題も異なったものとなる。不要な規制
と守るべき規制を判断する機軸を何に求めるか福祉哲学が求め
られる。

 数年前から、「アート」の時間で絵数年前から、「アート」の時間で絵

を描き始めました。を描き始めました。特に油絵が得意で、特に油絵が得意で、

その独特なタッチは見るものをほのぼその独特なタッチは見るものをほのぼ

のとさせます。過去「こころのフェスのとさせます。過去「こころのフェス

ティバル」のパンフレットの挿絵にもティバル」のパンフレットの挿絵にも

選ばれたことがあり、非凡な才能を見選ばれたことがあり、非凡な才能を見

せてくれます。せてくれます。 

作家紹介　（表紙の作品） 
奥山　繁雄さん 
　　　　（みやま荘利用者） 

 数年前から、「アート」の時間で絵

を描き始めました。特に油絵が得意で、

その独特なタッチは見るものをほのぼ

のとさせます。過去「こころのフェス

ティバル」のパンフレットの挿絵にも

選ばれたことがあり、非凡な才能を見

せてくれます。 

表紙デザイン：広報委員　佐々木久美子

　　　　　　　　　　　　　（無断転用を禁じます）




